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序章　問題意識と課題
奥羽越列藩同盟とは､慶応四年(一八六八)におこった戊辰戦争に際して､現在の東北地方および新潟
県北部にあたる奥羽北越の諸藩によって形成された政治勢力のことであるo新政府や奥羽鎮撫使から会
津藩征討を命じられた仙台藩や米沢藩などは､征討の回避を目的として会津藩政解運動を展開するo救
解とは､新政府や鎮撫使に会津藩の寛大な処分を歎願することである｡奥羽諸藩は､会津藩征討問題な
どに対応するために奥羽列藩同盟を結成し､北越諸藩を加えることで奥羽越列藩同盟へと展開させるo
この過程で列藩同盟は､新政府軍と交戦することとなり､新政府内の薩長両津(特に薩摩藩)への批判を
強める｡しかし､列藩同盟は敗北する｡
奥羽北越諸藩は､それぞれ大名家の家格を異にしながらも地域的連携を成し遂げ､政治的･軍事的活
動を展開した｡本論文は､一般的に｢奥羽列藩同盟｣あるいは｢奥羽越列藩同盟｣と称されている政治勢
力の形成過程について考察を加えるものである｡
列藩同盟に関する研究は､一九六〇年代におこなわれた｢戊辰戟争論争｣によって本格的に論じられる
ようになり､それ以降､政権としての評価などを含む性格規定の問題を中心に展開した｡また近年では､
個別実証的な研究の蓄積によって､詳細な政治過程の分析などが進み､多様な角度から列藩同盟像が提
示されるようになった｡
ところで､幕末期は､諸藩が連携して政治活動をするという動きが特に活発化した時代であったo奥
羽および北越諸藩による列藩同盟も､幕末期に数多くみられた諸藩連携的動向の一つであるo
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では､なぜ列藩同盟にみられる諸藩連携の枠組みは､ ｢奥羽越｣だったのだろうか｡列藩同盟は､諸藩
の公論や公議を重視した上で､会津藩征討の回避を訴えた｡こうした公議の重視や内乱の回避といった
政治的主張は､列藩同盟に限らず幕末期の様々な局面で登場したものである｡また､近世期における大
名家同士の関係について扱った諸研究でも明らかなように､藩と藩との関係は､ ｢奥羽越｣のように特定
の地域内で完結するものではなかった｡
これまでの研究でも､同盟形成過程1こついては検討されている｡しかし､従来の研究のようにアプリ
オリに｢奥羽｣あるいは｢奥羽越｣という枠組みを設定せず､形成過程を再検討することは､列藩同盟だけ
でなく､奥羽越諸藩を取り巻く政治状況や諸藩連携の諸相を明らかにすることにもつながる｡
以上のような問題意識に立つとき､近年発表された難波信雄氏の幕末仙台藩に関する論考(｢大藩の選
択　一仙台藩の明治維新-｣ (『東北学院大学東北文化研究所紀要』三七､二〇〇五年))は､非常に重要な
論点を含んでいる｡このなかで難波氏は､仙台藩は奥羽諸藩を指揮するという自意識を背景に同盟結成
に動いたことを指摘した｡また､慶応三年(一八六七)の大政奉還や王政復古政変に際して､仙台藩が公
議政体論の主張を持つ全国の大藩と連携しようとしていたことも指摘している｡このように難波氏は､
仙台藩をめぐる｢地域連合｣と｢全国規模での連携｣について論じている｡
本論文では､難波氏の指摘を更に深化させ､重層的に模索された諸藩連携の動向に注目しながら､ ｢奥
羽越｣列藩同盟の形成過程について考察を加える｡諸藩連携とは､ある政治目標の実現のために､諸藩
同士が協力し合い､結びつきを強めることである｡その際に､以下の二点を念頭におきつつ分析をすす
める｡
第一に､奥羽や越後においてみられた地域的な連携動向や連携構想を踏まえた上で､列藩同盟を検討
することである｡従来の研究では､慶応四年一月に新政府側から会津藩征討命令などを受けた奥羽諸藩
側が､それにどのように対応したのかが措かれてきた｡それに対して本論文では､戊辰戦争期に限らず､
列藩同盟形成の一因ともなり得るような諸藩の政治動向を考察していく｡このことは､｢奥羽(越)｣を範
囲とした｢地域連合｣が結成される背景を読み解くことになる｡
第二に､ ｢奥羽越｣以外の有力諸藩の存在を念頭におきながら､奥羽北越諸藩や列藩同盟の動向を読み
解くことである｡奥羽北越諸藩以外は列藩同盟に参加していないため､従来の同盟研究では､必ずしも
積極的に議論に組み込まれなかった｡しかし､奥羽北越諸藩だけを考察したのでは､列藩同盟の評価は
一面的となる｡ ｢奥羽越｣は､当初から政治グループを形成していたわけではなく､実際に奥羽諸藩側に
は北越諸藩以外とも連携を模索する動きがみられた｡この点については､前述の難波氏の論考だけでな
く､戊辰戟争期における米沢藩士宮島誠一郎の周旋活動を本格的に分析した友田昌宏氏の論考によって
も明らかにされている(｢宮島誠一郎と戊辰戦争　一国家意識変容の過程として-｣ (由井正巨編『幕末維
新期の情報活動と政治構想　一宮島誠一郎研究-』梓出版社､二〇〇四年))｡こうした論点を深めてい
くことで､列藩同盟をめぐる政治状況がより明らかとなる｡
これらの点を念頭におきつつ､本論文では主に米沢藩の動向について検討する｡また､その周辺の仙
台藩･会津藩･上山藩･新発田藩についても考察を加える｡当該期の米沢藩の動向は､上松俊弘氏の論
考(｢奥羽越列藩同盟の成立と米沢藩｣ (『歴史評論』六三一､二〇〇二年))をはじめとして先行研究にお
いても分析されているが､風辺諸藩の動向を併せて考察することで再検討を試みるb
以上を通して､旧来の幕末維新史のように薩長討幕派などの動きから明治政府の形成過程を跡づける
のではなく､奥羽北越諸藩が変革期にどのように向き合ったのか検討する｡
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第一章　幕末期の上山薄と奥羽諸藩
第-章では､列藩同盟の形成を検討する前提として､戊辰戦争以前の段階における奥羽諸藩同士の関
係に考察を加えた｡具体的には､出羽上山藩と仙台藩や米沢藩といった近隣の奥羽諸藩との関係を､上
山藩を主導した藩士金子与三郎の｢奥羽｣に対する意識などに着目しながら検討を加えた｡
まず､元治元年(一八六四)に､米沢藩の預地屋代郷の郷民が､幕府領への復帰を求めて仙台藩への歎
願行動をおこなった屋代郷騒動に際しそ､上山藩がとった政治行動について考察した｡この問題を契機
とした両藩の関係悪化による戦争の可能性を見て取った上山藩は積極的に周旋活動をおこなった｡その
際､金子は二つの観点から周旋活動を試みていた｡それは第-に､仙台藩と米沢藩の関係安定､すなわ
ち｢奥羽｣の安定こそが｢日本｣の治安回復につながり､朝廷や幕府のためになるという｢天下｣の観点で
あり､第二に､隣接している両津の関係が､上山藩藤井松平家の存亡に関わるという｢家国｣の観点だっ
た｡この分析によって､金子の思想と上山･米沢･仙台の各藩の関係性を明らかにした｡
次に､慶応二年(一八六六)に､藩兵が大坂に上って国許が手薄となったとき､上山藩がとった政治行
動を考察した｡そして､危急の事態-の対処を米沢藩に依頼していたことや､こうした治安に関する依
頼を､かつて仙台藩にもおこなっていたことを指摘した｡これらの点から､上山藩は､治安問題に関し
て近隣諸藩との協力によって対応しようと考えていたことを明らかにした｡
また､同時期に金子与三郎が､ ｢奥羽連衡｣論を主張していたことを指摘した｡そして､屋代郷騒動で
の周旋拍動にみられる金子の思想や､上山藩と近隣諸藩との関係などを跨まえて､ ｢奥羽連衡｣論を､近
隣の奥羽諸藩同士の親交や協力によって｢奥羽｣の治安を維持することで､ ｢天下｣の維持や｢家国｣の保
全をはかるものだったと推測した｡これは､地縁を媒介にした奥羽諸藩の連携という意識を内在させた
議論であると考えられる｡
以上を通して､戊辰戦争以前において､上山藩は仙台藩や米沢藩といった近隣諸藩と､地縁を重視し
て関係を結ほうとしていたことを明らかにした｡
第二章　幕末京都における奥羽諸藩と諸藩会議
第二章では､大政奉還後､王政復古政変後､戊辰戦争開始後それぞれの時期について､政局の中心であ
る京都での奥羽諸藩の動向を検討した｡その際､奥羽諸藩が参加した諸藩会議や連名建白書に注目しな
がら､在京米沢藩士の動向を中心に考察を加えた｡
これまでの列藩同盟研究では､奥羽地方の動向､すなわち奥羽諸藩の国許の動向のみで同盟が論じら
れる傾向にあった｡そのことは､奥羽(越)諸藩のみに注目して列藩同盟を考察するという傾向を生み出
している｡しかし本章では､全国の諸藩が集う京都での奥羽諸藩の動向を､様々な諸藩との関係性のな
かで位置づけた｡
そして､奥羽諸藩の周囲には､一〇万石以上の家格､縁戚関係､地域などを念頭においた様々な諸藩会
議があったことを確認した｡個々の会議については､これまでの研究で指摘されているものもあるが､
それらを併せて把握することで､様々なタイプの諸藩連携の動きが重層的に展開していたことを明らか
にした｡
その際､在京米沢藩士の動向に加えて､在京仙台藩士の動向も踏まえることで､奥羽諸藩と全国の有
力諸藩との関係､および奥羽諸藩同士の関係について詳しく検討した0
まず､仙台藩が全国の大藩と連携していたとの指摘(前掲難波論文)を念頭に､同時期の在京米沢藩士
の動きを考察した｡大政奉還後に開催された一〇万石以上の有力諸藩会議には､在京米沢藩士は参加し
ていない｡しかし､王政復古政変によって政局が緊迫し､他藩と距離を保って米沢藩単独で対応するこ
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とが困難と認識されるなか､在京米沢藩士は､反薩摩の意見が強かった肥後藩と､徳川慶喜を中心とし
た諸藩衆議による政治体制を求めて､連携を確認していたことを指摘した｡そして､米沢藩も有力外様
諸藩の連携の動きに連なろうとしていたことを明らかにした｡
また､存在は指摘されるものの(前掲上松論文)､ほとんど実態が明らかにされていない京都での奥羽
諸藩会議について､仙台藩の大藩意識に関する指摘(前掲難波論文)と､当該期の政治状況とを踏まえた
上で考察を加えた｡そして､慶応三年に開かれた会議は､会議を主催した仙台藩が､奥羽の有力諸藩と
連帯をはかって京都政局の変動に対処しようとしたものであり､仙台藩の大藩意識が具現化したもので
あることを指摘した｡一方で､翌四年の戊辰戦争開始後に開かれた会議は､仙台藩の大藩意識が根底に
ありつつも､新政府が奥羽諸藩に東征軍への応援を命令したことにより､奥羽諸藩同士が緊密に連絡を
とる必要が生じたために開催されたことを指摘した｡このことで､奥羽諸藩全体が巻き込まれ､列藩同
盟が結成される直接的契機となった征討問題が発生する前の段階で､仙台藩は京都政局を意識しながら､
奥取の有力諸藩との連帯を強めようとしていたことを明らかにした｡また､この他､会津藩征討問題に
関して､在京米沢藩士と在京仙台藩士とが連携して対応しようとしていた点などについて指摘した｡
これらを通して､在京米沢藩士の周囲では､京都政局の変動に対処するために､奥羽の有力諸藩同士
の連携と､全国の有力諸藩との連携とが､同時並行的に模索されていた状況を指摘した｡
第三章　米沢藩周辺の動向にみる｢奥羽｣列藩同盟成立の背景
第三章では､家格などを異にした諸藩同士が｢地域｣で結集したこと自体が､列藩同盟の大きな特徴の
一つであるとの認識に立ちつつ､列藩同盟が｢奥羽｣を範囲とした｢地域連合｣として成立した背景につ
いて考察を加えた｡会津藩救解運動が本格的に展開された慶応四年三月以前を中心に､米沢藩および周
辺諸藩の動向を検討した｡
まず､幕末期の南奥羽における地域的連携の動向について検討した｡元治元年段階で米沢藩には､隣
藩の会津藩に援兵を送って治安維持に協力しようとする構想があったことを指摘した｡また､王政復古
政変の後に､会津藩が奥羽･越後･北関東の諸藩に使者を派遣して､周辺諸藩を自陣営に引き入れよう
としていたことを明らかにした｡そして､会津藩の目的の一つに､国許の治安があったことを指摘した｡
また､第-章で明らかにした上山藩の近隣諸藩との治安維持協力の動きを確認するとともに､戊辰戦争
開始後に仙台藩や米沢藩に対して､周辺の藩から自藩の保全や教示を求めて使者が派遣されていたこと
を指摘した｡
更に､列藩同盟は奥羽諸藩の相互提携によって治安を維持し､ ｢奥羽｣の安定を図ることで､各藩の保
全と｢皇国｣維持とを目的とするものでもあったことを確認した｡これらのことから､列藩同盟を､幕末
期にみられた地域的連携動向の帰結としての側面があることを指摘した｡
また､こうした連携動向については､一方では近隣諸藩への警戒感をも帯びていたことや､会津藩は
治安維持だけではなく､京都･大坂政局に介入する目的からも地域的連携を求めていたことを指摘した｡
次に､仙台藩と米沢藩が､治安と政局への対応を念頭におきつつ､ ｢奥羽｣という枠組みで諸藩をまと
める動きについて考察を加えた｡まず､慶応四年初頭の段階で仙台藩内には､治安維持をも含む｢奥羽｣
諸藩連携と､政局への対応を意図した｢天下之正議諸藩｣連携とを有機的に組み合わせることで､中央政
局を転換しようとする意見があったことを確認した｡
つづいて､近年の研究(前掲上松論文)で列藩同盟構想として評価されている､米沢藩士甘粕備後の｢奥
羽合従｣構想について再検討した｡これは､ ｢奥羽合従｣の内容や背景について､踏み込んだ議論がされ
ていないためである｡従来指摘されている慶応四年一月の甘粕建白と､新たに指摘した同年二月の建白
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を検討した結果､次の点が明らかになった｡甘柏備後は上山藩などの近隣諸藩が仙台藩に傾斜を強めて
いることに警戒感を抱きながらも､その仙台藩を盟主とした｢奥羽合従｣構想を提唱した｡ ｢奥羽合従｣構
想とは､奥羽諸藩の連合体を組織し､内に対しては奥羽地方の安定をはかり､外に対しては連署建白に
よって討幕を批判しようとしたものであった｡
また､ ｢奥羽合従｣構想を建白した時期に注目することで､一月段階の構想は､ ｢奥羽｣諸藩すべてを巻
き込む征討問題とは関係なく構想されr=ものであることを指摘した｡そして､甘粕は第二章で検討した
京都における奥羽諸藩会議の動向を踏まえた上で､非地域的な諸藩連携よりも｢奥羽｣諸藩が連携すると
いう方策を､状況対応策として選択したことを指摘した｡また､米沢藩は､政局に対応する手段として､
第二章でも考察したような全国の有力諸藩と連携するという方策があることを意識しつつも､新政府や
徳川家･会津藩などから働きかけがなされるなかで､甘粕の｢奥羽合従｣構想を優先したことを指摘し
た｡
更に､ ｢奥羽合従｣に関する米沢藩と仙台藩との交渉過程などを考察することで､米沢藩は有力諸藩を
中心にした衆議を基調とする｢奥羽合従｣を目指したのに対して､仙台藩は自らが｢奥羽｣を主導しよう
としたことを指摘した｡
以上を通して､新政府の征討命令とは関係なく､仙台藩内や米沢藩内には､ ｢奥羽｣諸藩と連携する構
想があったことを指摘し､その内容を明らかにした｡
第四章　奥羽｢越｣列藩同盟の成立過程
第四章では､列藩同盟における諸藩連携の枠組みが､ ｢奥羽｣から｢奥羽越｣へと地域的に拡大する政治
過程を､会津藩･米沢藩･新発田藩の三者の立場から考察を加えた｡会津藩の動きが越後諸藩に大きな
影響を与えていたことや､米沢藩の働きかけで北越諸藩が同盟に参加したことについては､これまでも
研究蓄積がある(久住真也｢奥羽列藩同盟と北越｢防衛｣の展開｣ (『地方史研究』二六五､ -九九七年､な
ど)｡だが､三者の立場から総合的に考察を加えることで､以下の点が明らかとなった｡
まず､北越戟争が開始される前の段階､すなわち奥羽越列藩同盟が成立する前の段階に､越後におい
て次々に開かれていた諸藩会議の内容などを検討した｡このことで､北越諸藩(本章では新発田･村松･
村上を念頭においている)が､新政府軍との対決を目論む会津藩に引き込まれていく政治過程を段階的
に把撞することができた｡その際､会津藩は越後諸藩を自陣営に引き込もうとしたのに対して､越後諸
藩は会津藩政解運動を模索していたことを指摘した｡そして結果的に､会津藩の影響が強かった新発田
などの北越諸藩が､最後まで避戟工作を担ったことを指摘した｡今までは､奥羽列藩同盟につながる奥
羽諸藩による救解運動だけが注目されてきたが､本章での検討によって､同時期の越後諸藩も同じよう
に救解運動を模索していたことが明らかとなった｡
その一方で､北越戦争開始以前において､新発田藩は越後諸藩とだけではなく､米沢藩などとも連携
して会津藩政解運動を展開しようと考えていたことを指摘した｡新発田藩が米沢藩などと協力しようと
した背景には､新政府と会津藩の双方からの働きかけにいかに対応していくかという点で､両津の立場
に親和性があったことを指摘した｡そして､米沢藩も奥羽諸藩とだけではなく､新発田藩とも連携して
救解運動を展開しようとしたことを指摘した｡
また､列藩同盟結成に際して､北越諸藩を取り込む主体が､会津藩から米沢藩へと転換していく経緯
を明らかにした｡北越諸藩を軍事的に動員しようとしていた会津藩は､自らがおこなってきた連携工作
を米沢藩に依頼した｡このことが､米沢藩が北越諸藩を列藩同盟に加えるために動き出す直接の契機と
なったことを指摘した｡
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更に､米沢藩の越後進出の政治過程について考察を加えた｡救解運動を展開する過程で､新政府側へ
の対応策として和戦両様を念頭に置くようになっていた米沢藩は､奥羽鎮撫総督から命令をうけたとい
う形式を-とることで､越後-の出兵と新政府軍の進軍差し止めを狙ったことを指摘した｡そして､北越
諸藩との連携も､その一環として推進されたことを指摘した｡また､米沢藩の越後進出は､主な重臣の
理解を得た上で推進されていったことを指摘し､藩内一部勢力の独自行動であるとの説(前掲上松論文)
と対置させた｡
第五章　討会論と討薩論　一維新史史料の成立過程一
第五章では､奥羽列藩同盟を検討する際に重視されている､米沢藩士宮島誠一郎と長州藩出身の参与
広沢真臣との密談について､関連史料を比較することで再検討した｡
密談の内容は､慶応四年閏四月四日に､広沢と宮島が会津藩征討問題(｢討会｣問題)への対応策を話し
合い､その際に広沢が内乱回避策を提案したというものである｡この情報をもって帰藩した宮島は､奥
羽諸藩会議に参加して､列藩同盟結成に影響を与えている｡
これまでの研究では､密談を分析する際には､宮島の｢戊辰日記｣が使用されてきた｡しかし｢戊辰日記｣
は､戊辰戦争当時の日記などをもとに､宮島が明治期に編纂したものである｡本章では｢戊辰日記｣閏四
月四日条の成立過程に考察を加えた｡
その結果､ ｢戊辰日記｣閏四月四日条の密談に関する部分は､戊辰戦争当時に作成された｢探索書｣に依
拠して記されたことが明らかとなった｡この｢探索書｣は､閏四月四日の広沢と宮島との密談ではなく､
閏四月三日の広沢と米沢藩士小島龍三郎(雲井龍雄)との密談を記したものであった｡なお､別の史料か
らは､三日の広沢･小島会談をうけて､広沢の意向を確認するため､翌四日に宮島が広沢と会談したこ
とが明らかとなった｡
また｢探索書｣では､広沢が内乱回避策に関連して､ ｢討薩｣ (薩摩藩排除)計画についても語っていた｡
広沢が｢討薩｣に関する発言をしている点は､ ｢探索書｣と｢戊辰日記｣の決定的な相違である｡
以上によって､ ｢探索書｣に記載されている広沢が｢討薩｣計画を抱いていたことを示す部分や､密談に
大きく関与していた小島の動きが､｢戊辰日記｣閏四月四日条では明記されていないことを指摘した｡
本章では｢探索書｣の他にも､広沢の｢討薩｣論に関する史料を提示することで､広沢が｢討薩｣を計画
し､それに関する発言を､宮島や小島におこなっていた可能性を指摘した｡また､史料に｢討薩｣という
言葉が登場すること自体に注目し､当該期は｢討薩｣という言葉が登場しても不思議ではない状況にあ
り､反薩摩の動きを模索する人物や政治勢力が存在していたことも想定した｡
第六章　列藩同盟と非｢奥羽越｣諸藩連携構想
第六章では､列藩同盟結成前後の時期について､奥羽諸藩側が抱いた｢奥羽越｣以外の諸藩への期待感
や､それに基づく諸藩連携工作について､筑前藩･肥前藩･肥後藩･水戸藩･加賀藩といった有力諸藩
などとの関係を事例として検討を加えた｡なお､先行研究(前掲友田論文)では､米沢藩士宮島誠一郎が
西南諸藩を含めた反薩摩諸藩の結集を模索していたことが指摘されている｡本章でも参照しているが､
この研究は個人の思想に注目したものであることから､ここでは列藩同盟研究の立場から考察を加えた｡
そして､同盟を主導した仙台藩･米沢藩､あるいは会津藩といった奥羽諸藩のなかには､会津藩征討
の回避や､軍事力行使による薩摩藩排除という政治目標を達成するために､ ｢奥羽越｣以外の諸藩と連携
する構想や具体的な動きがあったことを指摘した｡米沢藩に関しては､国許に伝わった京都情報を提示
することで､藩内で西南諸藩などとの連携論が一定程度の広がりをみせていたことを指摘した｡征討の
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是非や王政復古以後の新体制のあり方といった政治問題は地域的な問題ではないため､ ｢奥羽越｣諸藩の
連携である必要はないのである｡
奥羽諸藩側は､朝廷や諸藩に建白書を提示することによって､会津藩の｢謝罪｣嘆願が奥羽鎮撫総督府
に却下されたことなど奥羽の政治情勢を明らかにし､自らの行動の大義名分を示そうと考えた｡そして､
奥羽を訪れた他藩の者たちに自らの主張を訴え､あるいは個別に使者を派遣するなどして諸藩からの理
解を得ようとした｡また､その一方で､′新政府側には､反政府的な諸藩連携を食い止めようとする動き
があったことも指摘した｡
米沢藩などの動きが列藩同盟の総意であったか否かは検討の余地があるが､同盟の中心諸藩がこうし
た構想を有している意義は小さくない｡全国の有力諸藩などとの政治的な連携は実現せず､奥羽列藩同
盟は北越諸藩を引き入れただけで敗我を迎えた｡そのため､列藩同盟は｢奥羽越｣という地域的連携の形
態をとることになった｡本章で指摘したような非地域的な連携構想に着目すれば､列藩同盟における｢奥
羽魅Jという枠組みは､結果的なものとも捉えられる｡
終章　本論文の成果
かつての､いわゆる｢薩長土肥｣といった西南雄藩に焦点が当てられがちだった旧来の幕末維新史で
は､列藩同盟研究においても､｢西南｣と｢東北｣とが比較され､対抗関係で評価される側面を有していた｡
また､地域的な対比でなくとも､政権構想の相違から､列藩同盟と薩長両津とを対抗関係で把握するこ
とは､これまでの研究で一般的におこなわれてきた｡
しかし､本論文では､戊辰戦争期を中心とした幕末政治史のなかで､ ｢奥羽越｣諸藩を政治グループと
して一括りにし､他の諸藩と区別することはしてはいない｡すなわち､当該期の政治状況を､｢薩長｣両
津(および土佐などの非｢奥羽越｣諸藩)と｢奥羽越｣諸藩との対立や対比という見取図で措いていない｡
戊辰戦争をめぐる政治状況において対立構図が可変的であったことは､奥羽諸藩側と全国の有力諸藩
との連携動向に関する幾つかの事例を提示することで明らかにした｡また､列藩同盟と薩長両津との対
抗関係という前提を再考するために､維新史史料の成立過程を検討することで分析を加えた｡可変的な
対立構図については､長州藩を含めた非｢奥羽越｣諸藩の動向を総合的に把握することで､更に深められ
るものと考える｡
以上のことは､変革期における政治変動のダイナミズムを明らかにし､薩長討幕派を中心として幕末
維新政治史を描くという旧来の研究を見直す作業の一環である｡
また､全国の有力諸藩と連携しようとする動きがある一方で､奥羽諸藩内には｢奥羽｣で連携を図る動
きがあった｡従来の研究で明らかなように､奥羽列藩同盟の形成への動きは､奥羽諸藩が新政府や奥羽
鎮撫使から征討命令を下された後に活発化する｡ただし､征討問題が持ち上がることが同盟結成への大
きな契機であるにしても､命令が下ることと同盟を結成することはイコールではない｡そこには､仙台
藩や米沢藩をはじめとした奥羽諸藩の意志や､同盟結成を可能とした諸藩関係の深化がある｡本論文で
は､ ｢地域連合｣の形成に向かう胎動を明らかにするために､そうした外から命令を下される前の段階に
おける諸藩関係や連携構想に注目した｡
そして､新政府の征討命令とは関係なく､仙台藩内や米沢藩内には､ ｢奥羽｣諸藩と連携することで｢奥
羽｣内外の諸問題に対応していこうとする動きがあったことを指摘した｡この点については､京都での
仙台藩主催の奥羽諸藩会議や､米沢藩士甘粕備後の｢奥羽合従｣構想などを検討することで明らかにし
た｡
また､幕末期にみられた治安維持を求めて近隣諸藩同士が連携するという動向も､列藩同盟のなかに
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流れ込んでいることを指摘した｡もともと地縁を媒介として周辺諸藩と治安の維持を模索していたこと
が､相互に警戒感を抱きながらも､家格などの相違を乗り越えて列藩同盟が結成された一因と考えられ
る｡
戊辰戦争における列藩同盟の敗北を通して､ ｢東北｣地方は｢教化｣が必要な遅れた地域であり､ ｢未開｣
の開発地城であるとされたことが､これまでの研究で指摘されている｡本論文で明らかにしたように､
列藩同盟は､当時の政治状況や政治的選択の積み重ねによって､ ｢奥羽越｣を範囲とした｢地域連合｣の形
態をとることになった｡結果的に列藩同盟が｢地域連合｣として敗北を迎えたことが､｢地域｣イメージの
形成を促したとも言える｡
近年の幕末維新政治史研究の進展により､幕末維新の政治過程は､薩摩藩や長州藩の政治行動の軌跡
と同義ではないことが明らかとなっている｡次代の政権に直接的に関与し得なかった列藩同盟のような
政治勢力であっても､変革期の人々の思索を探ることは､時代像を検討する上で大きな意味を持ってい
る｡
成稿一覧(なお､既発表論文を本論文に組み込む際に､加筆･修正を加えている)
序　章　新稿
第-章　原題｢幕末期の上山藩と奥羽諸藩　一上山藩士金子与三郎の思想と行動を中心に-｣ (『東北文
化研究室紀要』第四五集､二〇〇四年)
第二章　新稿
第三章　新稿
第四章　新稿
第五章　原題｢米沢藩士宮島誠一郎『戊辰日記』に関する一考察　一広沢兵助(真臣)との密談をめぐる
諸史料-｣ (『歴史』第九八韓､二〇〇二年)
第六章　原題｢米沢藩の諸藩連携構想と｢奥羽越｣列藩同盟｣ (『歴史』第-〇七輯､二〇〇六年)
終　章　新稿
論文審査結果の要旨
本論文は､ ｢奥羽列藩同盟｣あるいは｢奥羽越列藩同盟｣と称されている政治勢力の形成過程について考
察を加えたものである｡
序章では､研究史を整理した上で､論者の研究視角と課題を提示する｡
第-章｢幕末期の上山藩と奥羽諸藩｣では､戊辰戦争以前において上山藩を主導した金子与三郎が
｢奥羽連衡｣論を主張していたことに注目し､それは近隣の奥羽諸藩同士の親交や協力によって奥羽
の治安を維持することで､｢天下｣の維持と｢家国｣の保全をはかるものであったことを指摘する｡
第二章｢幕末京都における奥羽諸藩と諸藩会議｣では､大政奉還後､王政復古政変後､戊辰戦争開始後
のそれぞれの時期について､政局の中心である京都での奥羽諸藩の動向を在京米沢･仙台両藩士の動き
を中心に考察し､奥羽の有力諸藩同士の連携と全国の有力諸藩との連携が同時並行的に模索されていた
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ことを指摘する｡
第三章｢米沢藩周辺の動向にみる｢奥羽｣列藩同盟成立の背景｣では､会津藩救解運動が本格的に展開
された慶応四年三月以前において､すでに米沢藩内や仙台藩内では奥羽諸藩と連携する構想があったこ
とを指摘し､その内容を明らかにしている｡
第四章｢奥羽｢越｣列藩同盟の成立過程｣では､列藩同盟における諸藩連携の枠組みが｢奥羽｣から｢奥
羽越｣へと地域的に拡大する政治過程を､会津藩･米沢藩･新発田藩の三者それぞれの立場から考察を
加え､北越諸藩が同盟に参加することになった経緯を解明している｡
第五章｢討会論と討薩論一維新史史料の成立過程-｣では､従来の研究で重視されてきた慶応四年閏四
月四日の米沢藩士宮島誠一郎と長州藩出身の参与広沢真臣の密談について､関連史料の比較を通じて再
検討し､当時の政治状況からして広沢が｢討薩｣論を唱えていた可能性の高いことを指摘する｡
第六章｢列藩同盟と非｢奥羽越｣諸藩連携構想｣では､奥羽諸藩の中には､会津征討回避や軍事力行使に
よる薩摩藩排除のために奥羽越以外の全国の有力諸藩と連携する構想と動きがあったものの､実現しな
かったために､結果的に列藩同盟は｢奥羽越｣という枠組みになったことを指摘する｡
終章では､分析結果を総括し､今後の課題と展望を示す｡
本論文は､従来の研究のように､アプリオリに｢奥羽｣あるいは｢奥羽越｣という枠組みを前提とするの
ではなく､幕末期において重層的に模索された諸藩連携の動向に注目しながら｢奥羽越｣列藩同盟の形成
過程を考察することで､ ｢薩長｣両藩と｢奥羽越｣諸藩の対抗という戊辰戦争期の見取り図を塗り替え､幕
末維新史研究に新たな視界を切り拓くことに成功している｡よって､本論文の提出者は､博士(文学)の
学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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